
 

「インターハイ・近畿大会団体代表決定戦」報告 

男子団体 3位入賞  

近畿大会出場決定！ 
６月１２日(日)大阪城弓道場において、「インターハイ・近畿大会団体代表決定戦」が行われました。

５月の予選を通過した本校を含む男子１３校、女子１１校が出場しました。2立合計４０射で上位５校が

決勝リーグ戦に進出します。優勝校がインターハイ、３位校までが近畿大会への出場権を獲得します。 

◆さぁ勝負！ 

 まずは予選です。今回も立ち順が１番でした。開会式のあとすぐになるのであまりいいものではあり

ません。しかし、顧問の不安をよそに１４中というまずまずの的中を出しました。２立目も無難にまと

めて４位で予選を通過しました。岸和田産業高校が３３中と予想通りの強さで１位、浪速高校が２位、

３位には大阪学院高校、５位が汎愛高校となりました。大阪学院高校は２立目に１８中と高的中で波に

乗っての予選通過です。決勝リーグ戦に向けてちょっと嫌な存在になってきました。 

◆決勝リーグ戦 

 くじの結果、本校の試合は「浪速高校」「岸和田産業高校」「大阪学院高校」「汎愛高校」の順番となり

ました。いきなり２トップとの対戦です。大事な初戦、浪速高校との一戦はなんとか３本目まで食らい

付いていきましたが４本目に力尽き、１１中対１４中で負けました。痛い一敗です。続く岸和田産業戦

は、相手に１７中を出されて完敗、あっという間に２敗となり、あとがなくなりました。しかし、残り

の２試合に勝てば３位で近畿大会の可能性があったので、生徒には「まだまだこれからだ！ここからが

本当の勝負だ！」と叱咤激励して、試合に送り出しました。大事な大阪学院高校戦です。どうしても負

けられない試合で本校は１５中と頑張りましたが、大阪学院も１５中で同中となり１本競射となりまし

た。競射１本目、両校ともに３中で勝負付かず２本目に。２本目本校が４中とし、２中の大阪学院を振

り切り、近畿大会に望みをつなぐ大きな１勝をあげました。最後の汎愛高校戦は、勝った方が３位、近

畿大会出場という大一番になりました。プレッシャーに潰れるのではないかと心配になりましたが、本

校が１本目を４中と好スタートを切ったのに対し、汎愛高校が１本目全員が外すという厳しい結果、本

校がこのまま流れを掴んで１３中で快勝しました。結果２勝２敗で浪速高校と並んで２位タイとなりま

したが、総的中の差で３位入賞となり、近畿大会出場が決定しました。 

◆良く頑張りました・・・ 

 インターハイ出場を目指して頑張ってきただけに悔しい気持ちでいっぱいです。しかし、これまでの

生徒の頑張りを考えると「良く頑張った。」と言ってあげたいと思います。２連敗のあと、もうあとがな

い状況で、厳しい試合をものにして２勝を上げて３位に食い込みました。最後まで諦めずに頑張った結



 

果です。「近畿大会の切符をもぎ取った
・ ・ ・ ・ ・

」という表現がぴったりの、本当に苦しい戦いでした。 

苦しんで掴んだ近畿大会ですので、ただ出場するだけで満足せず、優勝目指してもうひと頑張りした

いと思います。今回敗れた岸和田産業高校や浪速高校、５月の遠征でお世話になった和歌山県の日高高

校に再度挑戦するつもりで頑張ります。次の近畿大会(和歌山県田辺市)も、応援宜しくお願いします。 

 

 

 

■第６９回近畿高等学校弓道大会 

日時：平成２８年７月２３日(土)・２４日(日) 

場所：田辺市立弓道場  和歌山県田辺市目良４１－２ 

※２３日(土) 個人戦(２年伊藤出場)  ２４日(日) 団体戦(男子団体出場) 

 

「反省し、直そうとするから改善があり、進歩がある。 

もし自分のやったことが正しいと思い込んだら、その人間の“明日”は来ない。」 

みんなで勝ち取った“近畿大会”です。 


